
犯罪の起きにくいまちづくり 

「東日本大震災からの復興の基本方針」における該当箇所 府省名 

章 ５ 復興施策 警察庁 

節 （１）災害に強い地域づくり 

項 ① 高齢化や人口減少等に対応した新しい地域づくり 作成年月 

目 (ⅱ) （略） 防犯、 （略） 安心・安全等に配慮

したまちづくり （略）など、東北の地が新しい地域

づくりの具体的なモデルとなるよう、地域主体の取組

みを支援する。 （略） 

平成 28 年４月 

これまでの取組み（集中復興期間の取り組み） 

① 犯罪の起きにくいまちづくり等

被災県警察により、防犯ボランティア団体との合同パトロールの実施等、自治体や仮設住

宅住民等による防犯ボランティア団体の立上げ及び活動の支援を実施している。 

② 交通安全施設等の復旧

岩手県、宮城県及び福島県（被災３県）における滅灯信号機のうち早期に復旧を要するも

のについては、平成 23 年度中に復旧を完了した。 

当面（今年度中）の取組み 

① 犯罪の起きにくいまちづくり等（当面の取組段階）

引き続き、自治体や仮設住宅住民、復興・復旧事業者による防犯ボランティア団体の立上

げ及び活動の支援を実施する。 

② 交通安全施設等の整備（当面の取組段階）

被災地におけるまちづくりに合わせて、バリアフリー対応型信号機の整備、信号灯器のＬＥ

Ｄ化等の交通安全施設等の整備を推進する。 

中・長期的（3 年程度）取組み 

① 犯罪の起きにくいまちづくり等（中長期段階）

引き続き、仮設住宅の住民や復興・復旧事業者による防犯ボランティア団体の立上げ及び

活動の支援を実施する。 

② 交通安全施設等の整備（中長期段階）

被災地におけるまちづくりに合わせて、バリアフリー対応型信号機の整備、信号灯器のＬＥ

Ｄ化等の交通安全施設等の整備を推進する。 

期待される効果・達成すべき目標 

① 「犯罪の起きにくいまちづくり等」について

被災地における犯罪を抑止し、被災地から避難している住民が安心して帰還できるように

する。 

② 「交通安全施設等の整備」について

被災地における安全・安心な交通環境を確保する。 

「平成 27 年度補正予算及び平成 28 年度予算における予算措置状況」 

・交通安全施設等整備事業に要する経費  17,717 百万円【平成 28 年度予算（一般会計）】 

・交通安全施設等整備事業に要する経費  164 百万円【平成 28 年度予算（東日本大震災復

興特別会計）】 






















